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巻

頭

E二3

浅
田
正
博
先
生
は
平
成
二
十
六
年
三
月
を
以
て
龍
谷
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
龍
谷
大

学
短
期
大
学
部
専
任
講
師
と
な
ら
れ
、
昭
和
六
十
年
四
月
助
教
授
、
平
成
三
年
四
月
教
授
に
昇
任
、
平
成
九
年
四
月
に
は
文
学
部
に

移
籍
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
、
実
に
、
三
十
一
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
龍
谷
大
学
で
仏
教
学
を
講

じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

先
生
の
指
導
力
は
若
い
頃
よ
り
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
大
学
院
博
士
課
程
在
学
中
に
、
す
で
に
叡
山
学
院
の
講
師
を
経
験
さ
れ

て
お
い
で
で
す
。
本
学
に
着
任
さ
れ
て
か
ら
も
、
京
都
橘
女
子
大
学
、
京
都
精
華
大
学
、
大
谷
大
学
、
放
送
大
学
、
相
愛
大
学
、
九

州
龍
谷
短
期
大
学
な
ど
へ
講
師
と
し
て
出
講
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
浅
田
先
生
は
平
成
九
年
に
本
願
寺
派
司
教
、
平
成
十
七
年
に
は
本

願
寺
派
勧
学
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
。
宗
学
院
を
は
じ
め
、
中
央
仏
教
学
院
や
行
信
教
校
で
も
多
く
の
学
生
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
短
期
大
学
部
長
、
宗
教
部
長
、
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
大
学
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
・
日
本
仏
教
学
会
・
真
宗
連
合
学
会
の
理
事
な
ど
を
勤
め
ら
れ
、
学
界
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

周
知
の
通
り
、
先
生
の
ご
専
門
は
「
天
台
学
」
で
あ
り
ま
す
。
龍
谷
大
学
の
伝
統
あ
る
日
本
仏
教
学
研
究
の
一
翼
を
担
わ
れ
、
佐

藤
哲
英
先
生
の
学
統
を
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
多
く
の
研
究
成
果
は
、
主
要
業
績
目
録
に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
す
。
平
成
十
五
年
に

は
龍
谷
大
学
で
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

先
生
の
研
究
に
対
す
る
姿
勢
は
実
に
厳
し
い
も
の
で
、
つ
ね
に
「
成
仏
道
と
し
て
の
仏
教
」
に
日
を
向
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
学

生
の
指
導
は
浅
間
メ
ソ
ッ
ド
と
も
い
う
べ
き
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
学
部
生
に
は
身
近
な
事
象
か
ら
忠
索
を
さ
せ
て
の
ち
に
高
い
次
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元
へ
と
導
き
、
院
生
に
対
し
て
は
徹
底
的
な
文
献
読
解
を
課
し
、
文
献
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
強
烈
な
叱
陀
が

飛
ん
で
く
る
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
熱
意
あ
ふ
れ
る
指
導
の
結
果
、
在
任
中
に
な
ん
と
二
名
の
論
文
博
士
と
九
名
も
の
課
程
博
士

を
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
並
々
な
ら
ぬ
手
腕
と
い
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。

浅
田
先
生
が
仏
教
学
科
の
行
事
等
に
お
い
て
学
生
の
前
で
挨
拶
に
立
た
れ
た
と
き
は
、
い
つ
も
空
間
に
緊
張
感
が
濠
り
、
私
語
を

し
て
い
た
学
生
も
思
わ
ず
居
ず
ま
い
を
正
す
と
い
っ
た
あ
り
様
で
し
た
。
先
生
の
感
銘
深
い
話
は
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
人
生
の
大

き
な
績
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

先
生
は
厳
し
い
指
導
者
で
あ
る
と
同
時
に
と
て
も
親
切
で
、
以
前
に
、
専
門
の
違
う
私
が
尊
格
研
究
の
一
環
か
ら
比
叡
山
常
行
堂

の
摩
多
羅
神
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
告
げ
る
と
、
数
日
後
に
、
摩
多
羅
神
関
係
の
資
料
コ
ピ
ー
を
私
に
手
渡
さ
れ
、
「
そ
こ
に
見

ら
れ
る
不
思
議
な
唄
を
解
説
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
、
手
が
か
り
が
な
い
も
の
で
」
と
私
は
課
題
も
項
戴
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ

の
課
題
は
い
ま
だ
解
明
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
学
恩
に
報
い
た
い
と
岡
山
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
本
学
で
日
本
仏
教
学
を
専
門
と
す
る
若
手
研
究
者
が
陸
続
と
現
れ
て
き
ま
し
た
。
浅
間
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
新
進
気
鋭

の
学
者
た
ち
で
す
。
彼
ら
を
中
心
に
論
考
を
集
め
、
こ
こ
に
『
偽
教
学
研
究
』
の
記
念
号
と
し
て
刊
行
し
、
先
生
に
献
呈
さ
せ
て
項

き
た
く
存
じ
ま
す
。

先
生
は
退
職
後
に
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
浅
田
先
生
、
今
後
と
も
龍
谷
大
学
に
お
け
る
仏
教
研
究
に
ど
う
か
お

力
を
お
貸
し
下
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
念
願
し
て
、
巻
頭
の
言

葉
と
さ
せ
て
項
き
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
二
月

龍
谷
大
串
悌
教
畢
曾
長

入

津

詮~
烹T'
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平
成
二
十
六
年
度

文
学
部
卒
業
論
文
題
目
一
覧

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
見
る
仏
教
思
想

半
蜘
思
惟
像
に
つ
い
て

ー
ー
ガ
ン
ダ

l
ラ
と
日
本
を
中
心
に
|
|

ア
ン
ベ

l
ド
カ
ル
の
研
究

|
|
宗
教
観
と
仏
教
観
を
中
心
に
|
|

法
然
浄
土
教
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
密
教
に
お
け
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
制
に
つ
い
て

空
の
思
想
の
研
究

大
谷
探
検
隊
の
研
究

ピ
ル
マ
仏
教
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

四
天
王
像
の
研
究

不
殺
生
戒
の
研
究

菩
薩
思
想
の
研
究

近
代
日
本
に
お
け
る
戦
争
と
仏
教

法
然
上
人
の
研
究

燃
燈
仏
授
記
本
生
凶
の
研
究

ー
ー
ガ
ン
ダ
|
ラ
を
中
心
に
|
|

観
音
諸
難
救
済
図
の
研
究

玄
奨
の
仏
教
観

石伊
田賀

典一
志平

伊
)旗

枝

腐

真

教

老

聞

紗

季

大

石

淳

教

大

谷

貴

弘

大
橋
高
太
郎

岡

本

凌

小

川

拓

哉

奥

川

航

奥

野

寛

倫

阿

川

康

孝

小

山

一

太

J!I門
村

知大
洋貴 舞

|
|
三
転
法
輪
説
を
中
心
に

ll'

大
迦
葉
の
研
究

空
海
の
生
振
と
思
想
に
つ
い
て

『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
地
獄
忠
起
の
研
究

戦
国
武
将
に
お
け
る
信
仰
の
純
利

『
中
辺
分
別
論
』
の
研
究

|
|
第
一
章
「
相
H

川
」
を
中
心
に
ー
ー

だ
ん
じ
り
と
仏
教
の
関
係

|
|
行
基
を
切
り
口
と
し
て
|
|

良
忍
の
融
通
念
仏
思
想
に
つ
い
て

行
基
の
思
想
研
究

禅
の
思
想
と
現
代
的
意
義

俊
乗
房
重
源
の
研
究

阿
雛
の
研
究

不
動
明
王
の
研
究

仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究

白
隠
禅
の
研
究

弘
法
大
師
空
海
の
研
究

仏
教
説
話
図
の
変
遷

北

志

緒

盟

北

川

隆

浩

北

滞

采

住

北

村

優

大

北

山

祐

嘗
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ー

l
労
度
叉
闘
聖
変
を
中
心
と
し
て
|
|

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
美
術
と
そ
の
展
開

五
時
八
教
論
争
の
再
検
討

枯
山
水
の
研
究

五
戒
の
研
究

地
獄
思
想
の
研
究

『
往
生
要
集
』
に
み
る
地
獄
思
想

最
澄
の
一
乗
思
想
の
研
究

平
田
篤
胤
の
仏
教
観

葬
式
仏
教
考

1
1現
代
日
本
と
仏
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
|
|

飲
酒
戒
に
つ
い
て

弘
法
大
師
信
仰
の
研
究

四
諦
の
研
究

-
|
『
倶
舎
論
』
「
賢
聖
品
」
を
中
心
と
し
て
|
|

ナ
l
ガ
・
龍
と
仏
教

『
典
座
教
訓
』
か
ら
学
よ
教
え

仏
教
福
祉
の
研
究

『
華
厳
経
』
「
入
法
界
品
」
の
研
究

教
育
と
仏
教

日
本
仏
教
に
お
け
る
荘
厳

韓
国
の
弥
勅
信
仰

初
期
イ
ン
ド
仏
教
僧
団
に
お
け
る
比
丘
尼

|
|
比
丘
尼
律
を
中
心
に
|
|

問問 尚南鈴杉白嶋佐
rll '1:' [刈|瑚木 11J 鳥旧藤

昇健佑 jE智友冴 rlJi事
将太良嗣辰太香乃佑

土田玉
屋村川

洋 j事
歩介大

'11 J~.' 中中中手坪土
野野藤川尾嶋下 屋

有圭美典優宏 文
香 祐和子里樹恵 乃

仏
教
に
お
け
る
食

ポ
ロ
ブ
ド
ウ

l
ル
の
研
究

大
乗
仏
教
に
於
け
る
執
着
に
つ
い
て

『
往
生
要
集
』
の
研
究

大
乗
仏
教
の
起
源

|
|
仏
像
誕
生
と
の
関
わ
り
|
|

仏
教
説
話
の
研
究

仏
教
と
女
性

|
|
図
像
表
現
を
中
心
に
|
|

空
海
の
書
と
書
論

来
迎
図
の
研
究

『
大
日
経
』
の
研
究

|
|
「
住
心
品
」
を
中
心
に
|
|

不
飲
酒
戒
の
研
究

空
海
の
密
教
思
想
に
つ
い
て

『
興
福
寺
奏
状
』
の
研
究

精
進
科
理
の
研
究

日
蓮
聖
人
の
研
究

八
部
衆
の
一
考
察

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
的
考
察

|
|
愛
と
慈
悲
の
観
念
を
中
心
に
|
|

地
蔵
菩
薩
の
研
究

不
動
明
王
像
の
研
究

|
|
日
本
に
お
け
る
信
仰
の
歴
史
|
|

中

村

陸

成

田

望

南

野

裕

大

西

尾

祐

紀

西
村
古
都
恵

灰

谷

筒

花

長
谷
川
宏
朗

i賓漬畑
田川田

俊拓育
杜夢美
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法
然
上
人
の
研
究

神
と
茶
道
の
研
究

|
|
特
に
茶
道
形
成
期
を
中
心
と
し
て
ー
ー

ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
の
研
究

日
本
仏
教
に
お
け
る
本
地
垂
遁
思
想
の
研
究

仏
教
に
於
け
る
食
の
研
究

地
蔵
信
仰
に
つ
い
て

地
獄
絵
の
研
究

仏
教
に
お
け
る
死
生
観

|
|
内
死
の
川
組
を
中
心
に
|
|

H
本
・
挺
闘
の
英
と
そ
れ
に
関
わ
る
禅
の
意
識
の
研
究
・

地
獄
に
つ
い
て

仏
教
建
築
と
伊
東
忠
太
の
か
か
わ
り

法
然
の
念
仏
思
想
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
研
究

円
空
の
生
援
と
思
想

宗
教
教
育
に
見
る
仏
教

優
秀
卒
業
論
文
題
目
(
五
十
音
順
)

『
中
辺
分
別
論
』
の
研
究

|
|
第
一
章
「
相
品
」
を
中
心
に

1
1

九松
本 111

大健
凱吾

森 森本日宮三
本田山黒崎回

ヰ11 昇 清l 照繁紗
真 平也典忠己

森

本

一

也

山
口
晃
一
平

山

間

卓

矢

山

名

智

徳

山

本

和

典

山
本
欄
一
郎

柚
木
こ
の
美

北
山

祐
嘗

|
|
各
国
教
科
書
の
記
述
を
手
が
か
り
に
|
|

『
観
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て

仏
教
福
祉
と
現
代
的
課
題

|
|
福
田
思
想
に
基
づ
い
て
|
|

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
「
念
仏
行
」
の
研
究

真
這
の
念
仏
思
想
に
つ
い
て

禅
と
食

空
海
の
即
身
成
仏
思
想
の
研
究

法
然
の
念
仏
思
想
の
研
究

仏
教
に
お
け
る
地
獄
の
考
察

菩
龍
思
想
の
形
成
と
展
開

|
|
ジ
ャ

l
タ
カ
か
ら
大
東
へ
|
|

良
遍
の
浄
土
教
思
想
の
研
究

禅
茶
文
化
の
成
立
と
展
開

一
角
仙
人
の
研
究

興
正
菩
薩
叡
尊
の
研
究

大
仏
の
造
立

仏
教
説
話
図
の
変
遷

|
|
労
度
叉
閥
聖
変
を
中
心
と
し
て
|
|

枯
山
水
の
研
究

植
村
瑠
日
成

只
屋
こ
の
葉

藤

法

順

今

井

悟

栗
田
さ
だ
め

高

橋

深

行

問

中

佑

弥

中

井

竜

太

泊

野

賢

三
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平
成
ニ
十
六
年
度

『
仏
説
要
行
捨
身
経
』
の
研
究

華
厳
教
学
に
お
け
る
「
非
情
成
仏
L

の
研
究

真
興
撰
『
一
乗
義
私
記
』
の
研
究

大
学
院
修
士
論
文
題
目
一
覧

中高石
島田垣

教章
芳悠子

『
中
論
頚
』
初
期
註
釈
書
の
研
究

|
|
『
無
畏
論
』
と
背
目
釈
『
中
論
』
の
比
較
研
究
を

中

心

と

し

て

|

|

民

間

明

恵

上

人

高

弁

に

お

け

る

修

迫

観

の

研

究

三

輪

亮陽
介明
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平
成
二
十
六
年
度

龍
谷
大
準
備
教
撃
曾
葉
報

平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
(
金
)

新
入
生
入
会
説
明
会
(
深
草
学
舎

五
月
十
三

H
(
火
)

龍
谷
大
串
仰
教
塾
舎

十
二
月
四
日
(
木
)

龍
谷
大
準
備
教
串
曾

一
一
卜
二
号
館

O
O
二
教
室
)

定
期
総
会
(
大
宮
学
舎

本
館
講
堂
)

仏
教
学
大
会(

大
官
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル
)

山
田
町
繭
(
飽
谷
大
学
名
誉
教
授
)

持
き
人
留
守
宮
2
8

|
|
舎
利
供
養
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
疑
問
|
|

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日
(
水
)

龍
谷
大
準
備
教
串
舎
学
術
研
究
発
表
会

(
大
宮
学
舎
西
聾
二
階
大
会
議
室
)

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
・
ダ
ニ
エ
ル
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

法
蔵
に
お
け
る
四
宗
判
の
展
開

佐
竹
真
城
(
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
生
)

長
凶
の
「
諸
行
本
願
義
」
.
舟
検
討

打
本
和
背
(
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
-
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
)

『
観
弥
軌
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
の
成
立
背
景

講講
j垣内Ji

発
表
者

題

円

発
表
者

題

H

発
表
者

題

日

発
表
者

題発
表
者

題

目

発
表
者

題発
表
者

題

日

|
|
弥
勅
と
阿
逸
多
の
関
係
を
中
心
に
|
|

シ
ャ
ン
ト
ゥ
・
パ
ル
ア
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

m，
mmcω
明。
ω己
〈
包
日

〉

ω
o
n
-
0・司
O
匂
巳
釦
『
司

2
2〈釦
}

O
同
任
命

O
B。
ロ
回
ロ
内
定
・

}

岡

山

氏

8
5
5ロ
E
q
o同
国

m
g
m
E
ι
g
z

桑
月
一
仁
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

Z
M薩
地
』
「
真
実
義
品
」
に
お
け
る

gω
宮
自
営

E
に
つ

い
て

ヴ
ォ
・
テ
ィ
・
ヴ
ア
ン
・
ア
ン
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士

課
程
)

職
伽
行
派
か
ら
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
l
ル
テ
ィ
の
菩
薩
道
思
想

へ
の
影
響

|
|
十
地
・
十
波
羅
蜜
多
の
配
当
関
係
に
関
し
て
|
|

吉
田
哲
(
龍
谷
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
)

『
集
量
論
』
第
一
章
に
お
け
る
サ
l
ン
キ
ヤ
知
覚
説
批
判

ー
ー
そ
の
批
判
方
法
を
中
心
と
し
て
|
|
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編集後記

『仏教学研究』第71号をお届け致します。

本号は浅田正博先生の退職記念号として企画しました。

浅田正博先生は昭和58年から昨年度まで本学の専任教員としてご活躍下さいました。

その問、本学会の学会長をはじめ、短期大学部部長・宗教部長・仏教文化研究所所長

を歴任され、さらには日本印度学仏教学会・日本仏教学会・真宗連合学会の理事を勤

められ、学会の発展に多大なご尽力をいただきました。

浅田先生の学問分野は天台学であり、日本印度学仏教学会の学会賞を受賞、多くの

新出古典籍の紹介や五時八教論争では学会を盛会に牽引されたことでも知られ、大き

な業績を残されました。

学外においても本願寺派制j学寮員としてご活蹴であり、本願寺をはじめ全国で伝道

教化に遁進しておられます。このような先生の学恩に報いたいというおもいから、先

生の専門分野や直接指導を受けた研究者を中心に15編の原稿が寄せられました。先生

には今後とも後進のご指導を賜りますようお願い申し上げる次第です。

今号まで連続3回の退職記念号となりました。次号からは広く学会員の皆さまに原

稿を募りますので、是非とも H頃の研究成果をお寄せ下さいますようお願い申し上げ

ま す。 (道元徹心記)

平成27年3月10日発行 刊I~教串研究 71サ

編集者 龍谷大準備教学舎 干600-8268京都市下京区七条大宮

龍谷大学仏教学合同研究室内

発行者 龍谷大串悌教学舎 〒600-8268京都市下京区七条大宮
随谷大学仏教学合同研究室内

Bukkyo・Gakkai，Buddhist Research Institute， Ryukoku University 
Department of Buddhist Studies， Ryukoku University， 
Shichijo Omiya， Shimogyo・ku，Kyoto 600・8268，JAPAN 
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龍
谷
大
撃
偽
教
皐
舎
会
則

第

一

章

総

則

第
一
条
本
会
は
、
龍
谷
大
串
悌
教
事
曾

と
称
す
る
。

第
二
粂
本
会
は
、
仏
教
学
の
研
績
な
ら

ぴ
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
・
』
と
を
も

っ
て
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
、
事
務
所
を
京
都
市
下

京
阪
七
粂
大
宮
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

内
に
置
く
。

第

二

章

会

員

第
四
条
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て

構
成
す
る
。

て
名
誉
会
員
:
・
本
会
に
功
績
の
あ
っ
た

人
の
中
か
ら
、
理
事
会
が
こ
れ
を
推
薦

し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

二
、
個
人
会
員
A
(普
通
会
員
)
:
・
本
会

の
主
旨
に
賛
同
す
る
研
究
者
を
も
っ
て

会
員
と
す
る
。

三
、
側
人
会
員
B
(学
生
会
員
)
・
:
龍
谷

大
学
文
学
部
の
仏
教
学
専
攻
の
学
生
を

も
っ
て
全
員
と
す
る
。

四
、
個
人
会
員
C
(賛
助
金
員
)
:
・
本
会

の
主
旨
に
賛
同
し
て
事
業
の
援
助
を
専

ら
と
す
る
者
お
よ
び
本
会
の
発
行
す
る

刊
行
物
の
入
手
を
専
ら
と
す
る
者
を
も

っ
て
会
員
と
な
す
。

!
五
、
団
体
会
員
・
:
仏
教
研
究
を
主
目
的
と

す
る
大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
そ
れ
に

準
ず
る
学
校
学
術
団
体
な
ら
び
に
本
会

の
主
旨
に
賛
同
す
る
団
体
を
も
っ
て
会

員
と
す
る
。

第

三

章

総

会

第
五
条
総
会
は
、
本
会
の
最
高
議
決
機

閑
で
あ
る
。

第
六
条
総
会
は
、
本
会
の
個
人
会
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
七
条
総
会
は
、
個
人
会
員
の
五
分
の

一
以
上
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
粂
総
会
は
、
次
の
場
合
に
開
催
き

れ
る
。

一
、
定
期
総
会
(
毎
年
五
月
)
。

二
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
。

一
二
、
会
員
の
五
分
の
一
以
上
の
連
署
に
よ

る
要
求
の
あ
っ
た
場
合
。

第
九
条
総
会
に
お
け
る
決
議
は
出
席
会

員
の
過
半
数
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

第

四

章

役

員

第
十
条
本
会
は
、
次
の
役
員
を
置
く
。

て
会
長
一
名
・
:
理
事
の
中
か
ら
互
選

し
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す

る。

二
、
理
事
若
干
名
:
・
評
議
員
の
中
か
ら

互
選
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、

会
務
を
処
理
す
る
。

三
、
評
議
員
若
干
名
:
・
会
員
の
中
か
ら
、

総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。
た
だ
し
、

他
の
役
員
と
の
兼
任
を
妨
げ
な
い
。

四
、
編
集
員
若
干
名
:
・
会
長
が
評
議
員

の
中
か
ら
委
嘱
し
、
学
会
誌
「
仏
教
学

研
究
」
の
査
読
、
編
集
を
行
う
。

五
、
委
員
若
干
名
・
:
会
長
が
会
員
の
中

か
ら
委
嘱
す
る
。

委
員
は
、
次
の
業
務
を
分
担
す
る
。

て
総
務
。
二
、
会
計
。
三
、
編
集
。

四
、
庶
務
。
五
、
書
記
。

六
、
監
事
三
名
:
・
総
会
に
お
い
て
会
員

の
中
か
ら
互
選
し
、
会
務
を
監
査
す
る
。

第
十
一
条
評
議
員
の
任
期
は
三
年
、
他
の

役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
重
任
を
妨
げ

な
E
V

。
第

五

章

事

業

第
十
二
条
本
会
は
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
総
会
。

二
、
学
術
大
会
。

三
、
研
究
会
、
輪
読
会
お
よ
ぴ
研
究
発
表

の
開
催
な
ど
。

四
、
学
会
誌
の
発
行
。

五
、
全
員
の
親
睦
に
関
わ
る
事
業
。

六
、
そ
の
他
、
必
要
と
す
る
事
業
。

第

六

章

会

計

第
十
三
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
附

金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

個
人
会
費
は
、
年
頼
五
、

0
0
0円
と
す

る。団
体
会
費
は
、
年
額
一

O
、

0
0
0円
と

す
る
。

第
十
四
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
よ

り
翌
年
三
月
ま
で
と
し
、
会
計
報
告
は
定

期
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第

七

章

附

則

本
会
則
は
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
本
会
則
は
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十

日
施
行
の
龍
谷
大
学
仏
教
学
会
会
則
の

一
部
を
変
更
し
、
平
成
二
年
四
月
一
日

よ
り
施
行
す
る
。

二
、
本
会
則
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
施

行
の
龍
谷
仏
教
学
会
会
則
の
一
部
を
変

更
し
、
平
成
六
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。
(
第
四
章
第
十
条
・
第
四
章
第

十
一
条
・
第
五
章
第
十
二
条
・
第
六
章

第
十
三
条
の
改
正
)

三
、
本
会
則
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
施

行
の
龍
谷
仏
教
学
会
会
則
の
一
部
を
変

更
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
よ

り
施
行
す
る
。

(
第
一
章
第
一
条
、
第
六
章
第
十
三
条

の
改
正
)
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